
 

 

 

 

 

 

 

 

                                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～地域の力を子どもたちのために～ 

放課後子ども教室 
はもち 

だより 

R７年６月１０日発行 

～児童受付について～     まだ申し込みをしていない１～３年生もいつでも参加できます 

～支援員・地域ボランディア募集中～ 興味のある方は羽茂教育事務所までご連絡ください。 

今年も１～3 年生までの元気なこどもたちと支援員さんの協力により楽しい時間がはじまりました。思

いっきりからだをうごかそうと新聞紙を使った遊びを、運動会の紅白チームに分かれて遊んでみました。 

制限時間のうちに相手の陣地に多く新聞玉を投げ入れた方が勝ちというゲームをしたり、目の前のかご

にいれたり、逃げるかごを追いかけて投げ入れたりと・・・簡単な遊びですが白熱しました。 

まって～たかいなぁ 

そ～れっと 
真剣勝負 

しっかりかぞえるよ 
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【コーディネーターより、ちょっと一言】  

「おかえりなさい！！」羽茂高校 3 年生の生徒さんにかけた最初の言葉です。 

10 年前、この生徒さんたちが小学校 3 年生だった時に始まった「はもち放課後子ども教室」。 

小学校、地域の連携により 10 年目のスタートに再び、立派になった地域の子たちが帰ってくる

という循環ができました。はもち放課後子ども教室ならではのつながりになりました。 

 発行者：はもち放課後子ども教室 コーディネーター 本間・梅澤 

問合先：佐渡市教育委員会 南地区教育事務所(羽茂) 電話８８－２２３０ 

羽茂高校3年生8名が選択授業で支援員として来てく

れました。自己紹介をして活動するとあっという間に仲

良くなることができました。「どうやってやるの？」と質

問をするこどもたちに優しく教えてくれるおにいさんお

姉さんは大人気でした。「つぎはいつあそべるの？」「ばい

ば～い」廊下にこどもたちの声が響きました。最初は緊張

していた高校生も「積極的に話しかけてくれる小学生に

助けられた」と充実した時間をすごせたと話してくれま

した。 

またね～ 


